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研究成果の概要（和文）：横紋筋融解症をはじめとする薬物性筋障害は、重症の場合、腎不全から死に至る重篤
副作用である。我々は薬物性筋障害を発症した日本人患者のゲノム解析で、スタチン投与発症患者において有意
に関連するヒト白血球抗原HLA-DRB1のタイプを見いだしていた。本研究では、横紋筋融解症発症における被疑薬
中のスタチンの位置づけを確認すると共に、HLA-DRB1タンパク質と医薬品との相互作用について評価を行った。

研究成果の概要（英文）：Drug-induced myopathy, including rhabdomyolysis, is a severe adverse 
reaction that may result in renal failure and death in severe cases. We found a human leukocyte 
antigen HLA-DRB1 type that was significantly associated with statin-related myopathy by a genome 
analysis of Japanese patients who developed drug-induced myopathy. In this study, we confirmed the 
situation of statins in suspected drugs among the reported rhabdomyolysis cases in Japan and 
evaluated the interaction between HLA-DRB1 protein and suspected drugs.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究結果は、HLA-DRB1と医薬品との相互作用の可能性を示唆したものであり、重篤副作用の発現機序の理解に
一定の意義があると考えられる。またその過程で行った、医薬品医療機器総合機構に「横紋筋融解症」として報
告された数の医薬品別の集計結果は、本副作用の安全対策に貢献しうる情報と考えられる。










